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菅　禮子

　思わず「あ！」と声を出したくなるような失敗の思い出は、

どなたにも一つ二つはあるのではなかろうか……それが衆

人環視の中でそれも自分の手落ちではなく、他人の不注意に

因るとなると、多少の腹立たしさを交えて「あ！」と叫びたく

なるのだ。

　朝鮮半島は韓国の首都ソウル──その頃は京城と呼称さ

れていた地の師範学校に入学したのは私が十三歳の時だっ

た。入学間もなく休憩時間にFという体育の教官が教室に

やって来た。

　F先生は課外活動の体操クラブ入部の勧誘に来られたの

だ。

　「体操をやると身体の線が綺麗になるぞ！アタマもよくな

る」と先生は宣伝された。

　体操が頭脳にどう作用するのか疑問だったが、小学校時代

から運動神経は他人よりある方だったので、早速入部した。

　体操クラブの種目は、第三体操と言われる第一・第二より

優美な動きを伴う徒手体操と、他に鉄棒、跳び箱の三種目

だった。（現在のような平均台演技はなかった。）

　毎日、放課後あたりが昏くなるまで、練習をさせられた。あ

る日F先生が職員会議に出席のため不在のことがあった。上

級生の判断で、練習を早々に切り上げて全員下校した。期末テ

ストが明後日から始まるという日だったのだ。

　翌日、上級生五人がF先生に呼び出された。F先生は生徒た

ちを教官室のど真ん中に横一列に立たせ、怒号と共に鞭でピ

シピシとそれぞれの脚を打ち据えた。その峻烈さは今思うと

世界選手権で優勝した日本女子バレーチームの大松監督を

も凌駕するものだった。F先生にはオール半島を制覇し、本

土の“明治神宮女子中等陸上競技大会”の体操選手権の出場

権を得るという悲願があったのだ。

　そしてたしかに出場権を手中にはしたのだが、時あたかも

太平洋戦争の真只中、本土と半島の間の朝鮮海峡には、敵の

潜水艦が出没し、釜山・下関間の連絡船崑崙丸が魚雷攻撃を

受け沈没するという事件があって、明治神宮大会出場は中止

となったのだった。（昭和18年）

　ところで「あ！」と声を出したくなる話。──忘れもしない

昭和十六年秋の運動会──に体操部の演技を公開すること

になった。二年生五名、一年生五名、半袖の白い運動上衣にブ

ルマース、紺の鉢巻といったいでたちで体操、鉄棒と順調に

進んでいよいよ最後の種目、跳び箱になった。クラブの中で

も一番チビの私が先頭を切って跳ぶ。跳び方は仰向け横跳び

越し。一番手として颯爽踏み出しかけて脚がピタと止まっ

た。いつも七段重ねの高さなのに、運動会準備委員の手で据

えられているそれはたった一段しかない。「違う、いつもの高

さが全然違う！」私は思わず振り向いて背後に居並ぶ仲間た

ちに言った。仲間たちも確認して当惑顔である。

　「何をしている！　早く跳ばんか！」どこにいるのかF先

生の太いだみ声が聞こえた。正面に張られたテントの中には

校長をはじめ教官たちが机を前に椅子に腰掛けてズラリと

並んでいる。F先生は？眼で探したが、姿が見えない。私は観

念した。というより、混乱した頭の中でこの期に当たってど

うすべきか、考えもまとまらぬまま、斜め横から助走をかけ

て跳び箱の上に片手をつき、思い切り仰向けになって両脚を

揃えて宙に突き上げた。次の瞬間、天地がひっくり返った。私

はその低い跳び箱からでんぐり返って、地面にたたきつけら

れたのである。ドーッという運動場の空気をゆるがすような

哄笑のどよめきが、周囲に居並ぶ千名の生徒たちから起こっ

た。砂だらけになった私はやっと起き上がって、仲間たちの

最後尾に並んだが、後につづく者たちも、私のように転がり

落ちはしなかったが、恐る恐るというかなんともかっこうの

よくない跳び方をした。演技の終り頃になって、ようやく気

付いたF先生に叱咤されて、準備委員たちが七段重ねの跳び

箱をテントの後ろから運び出して来たが、時すでに遅し、全

員の演技は終わっていた。わが光輝ある京城女子師範体操ク

ラブのデモンストレーションはなんとも後味の悪いフィ

ナーレで終った。

　考えてもみられよ、七段と一段の落差を──

　一段重ねの跳び箱の上で、ぶざまな姿態を満場の中でさら

した私の無念さは今以て胸底に澱んでいる。あの時F先生の

傍に駈けて行って「跳び箱の高さが違います」となぜ言えな

かったのか？　先生の姿が見つからなかったのだ。……のち

に上級生たちから聞かされた秘かな話によると、あの日先生

は前日に飲んだのか、お酒の匂いをプンプンさせて、そのた

めにテントの中に入らず、ずっと離れた所に立って演技を見

守っていたとか……そう聞かされても私は先生を恨む気持

ちにはならなかった。先生がいなくとも、準備係の所へ行っ

て、「跳び箱が違っている（一段重ねは障害物競争用の物だっ

た。）と言って取り替えさせれば、時間はオーバーしても、ア

クシデントは起こらなかったろう。十三歳の少女には、そん

な才覚がつかなかった。

　時折、ふとその思い出が胸中に顔を出すたび私はその稚

さもふくめて「あ！」と叫びたくなるのだ。苦笑いの表情で

以て──。
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「あ！」

結婚おめでとう。

大輪のカサブランカの芳香のなかで

若い二人の門出を祝おう。

「森の兄弟」　絵／文　白澤 恵舟

こん ろん まる
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　私
事
に
な
る
が
先
日
東
京
で
開
催
さ
れ
た

G
o
o
g
l
e（
グ
ー
グ
ル
）の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

き
た
。と
い
え
ば
、言
わ
ず
と
知
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
最
大
手
で
あ
り
、多
く
の
人
が
日

常
的
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
、検
索
エ
ン

ジ
ン
の
み
な
ら
ず
、I
T
技
術
を
駆
使
し
た
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て
い
る
。自

分
の
撮
っ
た
写
真
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
と
き
に
、

知
ら
ぬ
間
に
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
„
し
ま
っ
て

い
る“
こ
と
も
あ
る
。

　過
日
、私
の
ブ
ロ
グ
を
訪
れ
て
く
れ
た
見
ず
知
ら
ず

の
方
が
お
ら
れ
て
、ど
の
よ
う
な
経
路
で
私
の
ブ
ロ
グ

を
知
っ
た
の
か
逆
に
辿
っ
て
み
た
の
だ
が
、そ
れ
は
つ

ま
り
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。私
が
撮
っ
た
小
安
峡
の

写
真
を
P
a
n
o
r
a
m
i
o
と
い
う
の
写
真
共
有

サ
ー
ビ
ス
で
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
る
。そ
れ
が 

E
a
r
t
h
と
い
う
も
う
一
つ
の
の
サ
ー
ビ
ス
を
経

て
、ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
い
う
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典

の「
小
安
峡
」の
項
目
で
挿
絵
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

て（
条
件
付
き
で
利
用
を
認
め
て
い
る
の
で
無
断
使
用

で
は
な
い
）、そ
れ
を
見
た
方
が
、写
真
に
付
帯
す
る
情

報
を
基
に
私
の
ブ
ロ
グ
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
わ

け
だ
。

　更
に
調
べ
て
み
る
と
、私
の
小
安
峡
の
写
真
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
も
日
本
の

国
定
公
園
を
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
で
使
わ
れ
て
い
た
。

撮
っ
た
本
人
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、非
常
に
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。

　こ
う
い
う
仕
組
み
を
逆
手
に
取
る
と
、多
額
の
広
告

料
と
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
代
な
ど
か
け
な
く
て

も
、と
て
も
効
率
よ
く
観
光
情
報
な
ど
の
発
信
が
で
き

そ
う
で
あ
る
。逆
に
、そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
勉
強
し

て
お
か
な
い
と
、い
よ
い
よ
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
そ
う
だ
。ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、ど
ん
な

業
種
で
も
、ネ
ッ
ト
の
威
力
は
軽
視
で
き
な
い
。

　さ
あ
、い
よ
い
よ
東
北
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
。い
い
写

真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
、ど
ん
ど
ん
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
か
な
い
と
。

フリーカメラマン兼フリー
ライター
取材・執筆歴／旅の手帖、
WoodyLife、ベンチャー・リ
ンク、郷、あるる他
海外取材歴／ドイツ、アメ
リカ、ブラジル
写真塾・写楽 主宰／写真教
室、撮影ツアー企画等
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（財）建設業福祉共済団から

　国土交通省は9月15日、東京都・メルパ
ルクホールを会場に平成23年度優秀施工
者、建設産業人材確保・育成対策顕彰式典
を開催し、受賞者の栄誉を讃えた。

建設マスター　401人に栄誉
会員企業から3名受賞
　平成23年度優秀施工者国土交通大臣顕
彰（建設マスター）においては401名が受
賞し、その栄誉が讃えられた。
　同顕彰は優秀な技術・技能を持ち、後進
の指導・育成等に多大な貢献をした功績
を讃えるもので、受賞者401名の中には秋
田県から7名、うち、会員企業の従業員3名
が受賞した。

建設産業人材確保・育成対策顕彰
（株）菅与組、（株）佐藤庫組が受賞
　建設産業人材確保・育成対策顕彰では人
材対策において優秀と認められる企業7社
が受賞した。（国土交通大臣顕彰3社、土地・
建設産業局長顕彰4社）
　同顕彰は建設産業における人材の確保・
育成等の推進を目的とした建設産業人材
確保・育成推進活動の一環として建設業に
従事する労働者に係る先進的で特色のあ
る人材対策のうち、人材の活用・育成・定着
や雇用労働条件の改善への取組を通じて、
労働生産性の向上、労働者の福利厚生の改
善等の面で特に功績がある企業を讃える
もので、本会会員から株式会社 菅与組（畠
山順太郎社長・潟上市）と株式会社 佐藤庫
組（佐藤昌郁社長・北秋田市）が受賞した。

国土交通省、建設産業人材確保・育成推進協議会

　秋田県建設業協会（村岡淑郎会長）は9月
21日、秋田ビューホテルを会場に第4回理
事会を開催した。
　議事では報告事項として秋田県からの

県協会

今後の事業運営等を協議
第4回理事会を開催

平成23年度優秀施工者、
建設産業人材確保・育成対策顕彰

職場におけるメンタルヘルス
ケアを学ぶ

受託事業である復興支援建設産業サポー
ト事業の進捗状況と、9月理事会以前に開
催された常置委員会の報告がそれぞれの
委員長から行われた。
　続いて、▽東北建設業協会ブロック会議

建退共制度のご案内
 この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退
職金共済法」という法律により国が作った退職金制度です。
 事業主の方は、現場で働く方々の共済手帳を働いた日数に
応じて、掛金となる共済証紙を貼り、その労働者が建設業界
で働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払うとい
ういわば業界全体での退職金制度です。

1.国の制度なので安全確実かつ簡単
退職金は国で定められた基準により計算して確実に支
払われます。手続きはきわめて簡単です。

2.退職金は企業間を通算して計算
退職金は、A企業から B企業にかわっても、それぞれ
の期間が全部通算して計算されます。

3.国が掛金の一部を補助
新たに加入した労働者（被共催者）については、国が
掛金の一部（初回交付の手帳の50日分）を補助します。

4.掛金は損金扱い

5.経営事項審査で加点

国の制度 5 つの特長

　秋田県建設業協会（村岡淑郎会長）
は、県内3会場においてメンタルヘル
ス講習会を開催し、講習会には会員企業の事業主や役員、総務担当者、雇
用管理責任者などが参加した。
　同講習会はメンタル不全になる労働者が増加傾向にある中、職場に存
在するストレス要因は労働者自身では取り除けないものもあり、事業管
理者によるメンタルヘルスケアの積極的な理解と推進が求められてい
ることを踏まえ、建設労働者の雇用促進・労働福祉の充実のため健康管
理事業として実施するもので、本年度新規の取り組みとなる。
　講習会は右記の3会場で行われ、労働者が抱えるストレスの現状や要
因、精神障害などの労災認定数、メンタルヘルスの具体的な進め方につい
て講演が行われた。

県協会

健康管理事業「メンタルヘルス
講習会」を開催

（今年10月本県開催） ▽一般社団法人へ
の移行認可申請 ▽秋田県への要望（案）の
3項目について協議が行われ、各項目につ
いては原案通り承認・決定し、事業運営等
を推進することとした。

掛金は、税法上金額について、
法人では損金、個人企業では
必要経費として扱われます。
（法人税法施行令第135条第1号、
所得税法施行令第64条第2項）
（注）資本金または出資金が1
億円を超える法人の法人事業
税には、平成16年4月1日以
降に開始する事業年度分か
ら、外形標準課税が導入され
ますので、ご留意ください。

公共工事の入札に参加するための経審において、制度に
加入し履行している場合には、加点評価されます。

［開催日時・会場・講師］
　◆県北地区（参加人数18名）
　　日時　平成23年9月9日（金）13:30～15:30
　　場所　北秋田建設業会館・会議室（北秋田市）
　　講義　「職場のメンタルヘルスについて」
　　講師　労働者健康福祉機構　秋田産業保健推進連絡事務所
　　　　　　メンタルヘルス対策支援センター　　関　雅幸 氏

　◆中央地区（参加人数25名）
　　日時　平成23年9月12日(月)13：30～15：30
　　場所　ルポールみずほ（秋田市）
　　講義　「職場におけるメンタルヘルス（心の健康）対策」
　　講師　（社）日本産業カウンセラー協会東北支部
　　　　　　　秋田県運営部　　部長　阿部洋子 氏

　◆県南地区（参加人数18名）
　　日時　平成23年9月14日(水)13：30～15：30
　　場所　平鹿建設業会館・会議室（横手市）
　　講義　テーマ　「職場のメンタルヘルスについて」
　　講師　労働者健康福祉機構　秋田産業保健推進連絡事務所
　　　　　　メンタルヘルス対策支援センター　　関　雅幸 氏

［会員企業受賞者］
 榎　清英（むつみ造園土株式会社・秋田市）
 柏木茂成（株式会社 寒　風・男鹿市）
 田村伸男（田中建設株式会社・三種町）

［受賞会員企業］
 国土交通大臣顕彰 株式会社 菅 与 組
 土地・建設産業局長顕彰 株式会社 佐藤庫組
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う
こ
と
だ
っ
た
。私
が
撮
っ
た
小
安
峡
の

写
真
を
P
a
n
o
r
a
m
i
o
と
い
う
の
写
真
共
有

サ
ー
ビ
ス
で
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
る
。そ
れ
が 

E
a
r
t
h
と
い
う
も
う
一
つ
の
の
サ
ー
ビ
ス
を
経

て
、ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
と
い
う
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典

の「
小
安
峡
」の
項
目
で
挿
絵
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

て（
条
件
付
き
で
利
用
を
認
め
て
い
る
の
で
無
断
使
用

で
は
な
い
）、そ
れ
を
見
た
方
が
、写
真
に
付
帯
す
る
情

報
を
基
に
私
の
ブ
ロ
グ
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
わ

け
だ
。

　更
に
調
べ
て
み
る
と
、私
の
小
安
峡
の
写
真
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
も
日
本
の

国
定
公
園
を
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
で
使
わ
れ
て
い
た
。

撮
っ
た
本
人
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、非
常
に
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。

　こ
う
い
う
仕
組
み
を
逆
手
に
取
る
と
、多
額
の
広
告

料
と
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
代
な
ど
か
け
な
く
て

も
、と
て
も
効
率
よ
く
観
光
情
報
な
ど
の
発
信
が
で
き

そ
う
で
あ
る
。逆
に
、そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
勉
強
し

て
お
か
な
い
と
、い
よ
い
よ
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
そ
う
だ
。ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、ど
ん
な

業
種
で
も
、ネ
ッ
ト
の
威
力
は
軽
視
で
き
な
い
。

　さ
あ
、い
よ
い
よ
東
北
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
。い
い
写

真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
、ど
ん
ど
ん
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
か
な
い
と
。

フリーカメラマン兼フリー
ライター
取材・執筆歴／旅の手帖、
WoodyLife、ベンチャー・リ
ンク、郷、あるる他
海外取材歴／ドイツ、アメ
リカ、ブラジル
写真塾・写楽 主宰／写真教
室、撮影ツアー企画等
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（財）建設業福祉共済団から

　国土交通省は9月15日、東京都・メルパ
ルクホールを会場に平成23年度優秀施工
者、建設産業人材確保・育成対策顕彰式典
を開催し、受賞者の栄誉を讃えた。

建設マスター　401人に栄誉
会員企業から3名受賞
　平成23年度優秀施工者国土交通大臣顕
彰（建設マスター）においては401名が受
賞し、その栄誉が讃えられた。
　同顕彰は優秀な技術・技能を持ち、後進
の指導・育成等に多大な貢献をした功績
を讃えるもので、受賞者401名の中には秋
田県から7名、うち、会員企業の従業員3名
が受賞した。

建設産業人材確保・育成対策顕彰
（株）菅与組、（株）佐藤庫組が受賞
　建設産業人材確保・育成対策顕彰では人
材対策において優秀と認められる企業7社
が受賞した。（国土交通大臣顕彰3社、土地・
建設産業局長顕彰4社）
　同顕彰は建設産業における人材の確保・
育成等の推進を目的とした建設産業人材
確保・育成推進活動の一環として建設業に
従事する労働者に係る先進的で特色のあ
る人材対策のうち、人材の活用・育成・定着
や雇用労働条件の改善への取組を通じて、
労働生産性の向上、労働者の福利厚生の改
善等の面で特に功績がある企業を讃える
もので、本会会員から株式会社 菅与組（畠
山順太郎社長・潟上市）と株式会社 佐藤庫
組（佐藤昌郁社長・北秋田市）が受賞した。

国土交通省、建設産業人材確保・育成推進協議会

　秋田県建設業協会（村岡淑郎会長）は9月
21日、秋田ビューホテルを会場に第4回理
事会を開催した。
　議事では報告事項として秋田県からの

県協会

今後の事業運営等を協議
第4回理事会を開催

平成23年度優秀施工者、
建設産業人材確保・育成対策顕彰

職場におけるメンタルヘルス
ケアを学ぶ

受託事業である復興支援建設産業サポー
ト事業の進捗状況と、9月理事会以前に開
催された常置委員会の報告がそれぞれの
委員長から行われた。
　続いて、▽東北建設業協会ブロック会議

建退共制度のご案内
 この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退
職金共済法」という法律により国が作った退職金制度です。
 事業主の方は、現場で働く方々の共済手帳を働いた日数に
応じて、掛金となる共済証紙を貼り、その労働者が建設業界
で働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払うとい
ういわば業界全体での退職金制度です。

1.国の制度なので安全確実かつ簡単
退職金は国で定められた基準により計算して確実に支
払われます。手続きはきわめて簡単です。

2.退職金は企業間を通算して計算
退職金は、A企業から B企業にかわっても、それぞれ
の期間が全部通算して計算されます。

3.国が掛金の一部を補助
新たに加入した労働者（被共催者）については、国が
掛金の一部（初回交付の手帳の50日分）を補助します。

4.掛金は損金扱い

5.経営事項審査で加点

国の制度 5 つの特長

　秋田県建設業協会（村岡淑郎会長）
は、県内3会場においてメンタルヘル
ス講習会を開催し、講習会には会員企業の事業主や役員、総務担当者、雇
用管理責任者などが参加した。
　同講習会はメンタル不全になる労働者が増加傾向にある中、職場に存
在するストレス要因は労働者自身では取り除けないものもあり、事業管
理者によるメンタルヘルスケアの積極的な理解と推進が求められてい
ることを踏まえ、建設労働者の雇用促進・労働福祉の充実のため健康管
理事業として実施するもので、本年度新規の取り組みとなる。
　講習会は右記の3会場で行われ、労働者が抱えるストレスの現状や要
因、精神障害などの労災認定数、メンタルヘルスの具体的な進め方につい
て講演が行われた。

県協会

健康管理事業「メンタルヘルス
講習会」を開催

（今年10月本県開催） ▽一般社団法人へ
の移行認可申請 ▽秋田県への要望（案）の
3項目について協議が行われ、各項目につ
いては原案通り承認・決定し、事業運営等
を推進することとした。

掛金は、税法上金額について、
法人では損金、個人企業では
必要経費として扱われます。
（法人税法施行令第135条第1号、
所得税法施行令第64条第2項）
（注）資本金または出資金が1
億円を超える法人の法人事業
税には、平成16年4月1日以
降に開始する事業年度分か
ら、外形標準課税が導入され
ますので、ご留意ください。

公共工事の入札に参加するための経審において、制度に
加入し履行している場合には、加点評価されます。

［開催日時・会場・講師］
　◆県北地区（参加人数18名）
　　日時　平成23年9月9日（金）13:30～15:30
　　場所　北秋田建設業会館・会議室（北秋田市）
　　講義　「職場のメンタルヘルスについて」
　　講師　労働者健康福祉機構　秋田産業保健推進連絡事務所
　　　　　　メンタルヘルス対策支援センター　　関　雅幸 氏

　◆中央地区（参加人数25名）
　　日時　平成23年9月12日(月)13：30～15：30
　　場所　ルポールみずほ（秋田市）
　　講義　「職場におけるメンタルヘルス（心の健康）対策」
　　講師　（社）日本産業カウンセラー協会東北支部
　　　　　　　秋田県運営部　　部長　阿部洋子 氏

　◆県南地区（参加人数18名）
　　日時　平成23年9月14日(水)13：30～15：30
　　場所　平鹿建設業会館・会議室（横手市）
　　講義　テーマ　「職場のメンタルヘルスについて」
　　講師　労働者健康福祉機構　秋田産業保健推進連絡事務所
　　　　　　メンタルヘルス対策支援センター　　関　雅幸 氏

［会員企業受賞者］
 榎　清英（むつみ造園土株式会社・秋田市）
 柏木茂成（株式会社 寒　風・男鹿市）
 田村伸男（田中建設株式会社・三種町）

［受賞会員企業］
 国土交通大臣顕彰 株式会社 菅 与 組
 土地・建設産業局長顕彰 株式会社 佐藤庫組
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菅　禮子

　思わず「あ！」と声を出したくなるような失敗の思い出は、

どなたにも一つ二つはあるのではなかろうか……それが衆

人環視の中でそれも自分の手落ちではなく、他人の不注意に

因るとなると、多少の腹立たしさを交えて「あ！」と叫びたく

なるのだ。

　朝鮮半島は韓国の首都ソウル──その頃は京城と呼称さ

れていた地の師範学校に入学したのは私が十三歳の時だっ

た。入学間もなく休憩時間にFという体育の教官が教室に

やって来た。

　F先生は課外活動の体操クラブ入部の勧誘に来られたの

だ。

　「体操をやると身体の線が綺麗になるぞ！アタマもよくな

る」と先生は宣伝された。

　体操が頭脳にどう作用するのか疑問だったが、小学校時代

から運動神経は他人よりある方だったので、早速入部した。

　体操クラブの種目は、第三体操と言われる第一・第二より

優美な動きを伴う徒手体操と、他に鉄棒、跳び箱の三種目

だった。（現在のような平均台演技はなかった。）

　毎日、放課後あたりが昏くなるまで、練習をさせられた。あ

る日F先生が職員会議に出席のため不在のことがあった。上

級生の判断で、練習を早々に切り上げて全員下校した。期末テ

ストが明後日から始まるという日だったのだ。

　翌日、上級生五人がF先生に呼び出された。F先生は生徒た

ちを教官室のど真ん中に横一列に立たせ、怒号と共に鞭でピ

シピシとそれぞれの脚を打ち据えた。その峻烈さは今思うと

世界選手権で優勝した日本女子バレーチームの大松監督を

も凌駕するものだった。F先生にはオール半島を制覇し、本

土の“明治神宮女子中等陸上競技大会”の体操選手権の出場

権を得るという悲願があったのだ。

　そしてたしかに出場権を手中にはしたのだが、時あたかも

太平洋戦争の真只中、本土と半島の間の朝鮮海峡には、敵の

潜水艦が出没し、釜山・下関間の連絡船崑崙丸が魚雷攻撃を

受け沈没するという事件があって、明治神宮大会出場は中止

となったのだった。（昭和18年）

　ところで「あ！」と声を出したくなる話。──忘れもしない

昭和十六年秋の運動会──に体操部の演技を公開すること

になった。二年生五名、一年生五名、半袖の白い運動上衣にブ

ルマース、紺の鉢巻といったいでたちで体操、鉄棒と順調に

進んでいよいよ最後の種目、跳び箱になった。クラブの中で

も一番チビの私が先頭を切って跳ぶ。跳び方は仰向け横跳び

越し。一番手として颯爽踏み出しかけて脚がピタと止まっ

た。いつも七段重ねの高さなのに、運動会準備委員の手で据

えられているそれはたった一段しかない。「違う、いつもの高

さが全然違う！」私は思わず振り向いて背後に居並ぶ仲間た

ちに言った。仲間たちも確認して当惑顔である。

　「何をしている！　早く跳ばんか！」どこにいるのかF先

生の太いだみ声が聞こえた。正面に張られたテントの中には

校長をはじめ教官たちが机を前に椅子に腰掛けてズラリと

並んでいる。F先生は？眼で探したが、姿が見えない。私は観

念した。というより、混乱した頭の中でこの期に当たってど

うすべきか、考えもまとまらぬまま、斜め横から助走をかけ

て跳び箱の上に片手をつき、思い切り仰向けになって両脚を

揃えて宙に突き上げた。次の瞬間、天地がひっくり返った。私

はその低い跳び箱からでんぐり返って、地面にたたきつけら

れたのである。ドーッという運動場の空気をゆるがすような

哄笑のどよめきが、周囲に居並ぶ千名の生徒たちから起こっ

た。砂だらけになった私はやっと起き上がって、仲間たちの

最後尾に並んだが、後につづく者たちも、私のように転がり

落ちはしなかったが、恐る恐るというかなんともかっこうの

よくない跳び方をした。演技の終り頃になって、ようやく気

付いたF先生に叱咤されて、準備委員たちが七段重ねの跳び

箱をテントの後ろから運び出して来たが、時すでに遅し、全

員の演技は終わっていた。わが光輝ある京城女子師範体操ク

ラブのデモンストレーションはなんとも後味の悪いフィ

ナーレで終った。

　考えてもみられよ、七段と一段の落差を──

　一段重ねの跳び箱の上で、ぶざまな姿態を満場の中でさら

した私の無念さは今以て胸底に澱んでいる。あの時F先生の

傍に駈けて行って「跳び箱の高さが違います」となぜ言えな

かったのか？　先生の姿が見つからなかったのだ。……のち

に上級生たちから聞かされた秘かな話によると、あの日先生

は前日に飲んだのか、お酒の匂いをプンプンさせて、そのた

めにテントの中に入らず、ずっと離れた所に立って演技を見

守っていたとか……そう聞かされても私は先生を恨む気持

ちにはならなかった。先生がいなくとも、準備係の所へ行っ

て、「跳び箱が違っている（一段重ねは障害物競争用の物だっ

た。）と言って取り替えさせれば、時間はオーバーしても、ア

クシデントは起こらなかったろう。十三歳の少女には、そん

な才覚がつかなかった。

　時折、ふとその思い出が胸中に顔を出すたび私はその稚

さもふくめて「あ！」と叫びたくなるのだ。苦笑いの表情で

以て──。
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「あ！」

結婚おめでとう。

大輪のカサブランカの芳香のなかで

若い二人の門出を祝おう。

「森の兄弟」　絵／文　白澤 恵舟

こん ろん まる

・・・

・・

・

・・


